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４ヶ月の生活の中で特に印象に残った観光地や食事を報告します。 

後の留学生の為に覚えておくとよい単語にはピンインも付加しました。 

 

手抓饼（shou3zhua1bing3） 

師範大学内の幾つかの店で売られているクレープのようなもの。聞くところによると中国

の一般的な家庭料理らしい。具は卵（鸡蛋 ji1dan4）鶏肉（鸡肉 ji1rou4）チーズ（芝士 zhī 

shì）などカロリーが高さが気になる具材ばかりで、非常に美味。 

 

热干面（re4gan1mian4） 

これも中国では馴染みがあるらしく、中国の五大麺の一つとも呼ばれている。 

胡麻をベースにニンニクや胡椒を加えたソースと麺を混ぜており、食べたあとは 

口の中が臭くなる。だがその価値はある。 

 

香菜（xiang4cai4） 

悪い意味で最もよく覚えている食材。日本でいうところのパクチーで中国では 

様々な料理の上に乗せられている。特に中国のラーメンの上には標準で置かれて 

おり、できるだけ食べないようにした。噛むとカメムシに似た匂いが充満するの 

でオススメしない。 

 

頤和園（yi2he2yuan3） 

北京市の西北にある歴史的な公園。世界文化遺産にも登録されている。１７５０年に乾隆

帝の命で作られ、総面積は 1日歩いても回れないほど。非常に広い昆明湖を中心に大小さ

まざまな建物が並ぶ。第二次アヘン戦争によってイギリスとフランスの連合軍によって破

壊されたものの、西太后がそれを再建した。頤和園の改修費は莫大で、海軍の軍費を流用

し、その為日清戦争で力を削ぐ原因にもなったといわれている。 

 

西单（xi1dan4） 

北京で最も人気のショッピング街。ここで買った服は帰った後でも愛用できるほど質が 

いい。なんでも揃っているが、オススメは近くにある大きな本屋で、簡単な中国語で書か

れた本や漫画が置いてある。他にも中国人が日本語を学ぶためのテキストなんかが置いて

あり、興味深い。ただし、ボロボロの本や寝ながら本を読んでいる人がいるのが偶に傷。 

 

王府井（wang2fu3jing3） 

こちらも人気のショッピング街。外れにはサソリやタツノオトシゴなどを焼いた 

店が多数並んでおり、外国人観光客でひしめき合っている。もっともそれらの食べ

物は中国の伝統というよりは客引き用の見世物であり、外れを出て食べていると 

あまりいい目で見られないので注意が必要である。 

 



 

 

 

 

 


